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本
委
員
会
は
、
市
庁
舎
ほ

か
公
共
施
設
建
設
に
関
す
る

調
査
研
究
を
行
う
こ
と
を
目

的
と
し
、
平
成
２２
年
９
月
に

設
置
し
、
平
成
２５
年
３
月
ま

で
の
間
に
計
１６
回
開
催
し
、

調
査
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

　

平
成
２３
年
３
月
定
例
会
で

は
、総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

建
設
に
対
し
、
４
項
目
か
ら

な
る
意
見
書
を
市
長
に
提
出

し
、
こ
の
施
設
が
市
民
の
福

祉
の
向
上
と
健
康
づ
く
り
の

拠
点
と
な
る
よ
う
強
く
要
望

し
た
。

　

し
か
し
、
意
見
書
提
出
か

ら
１１
日
後
の
３
月
１１
日
に
は
、

東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
、

津
波
対
策
の
重
要
性
の
議
論

が
高
ま
り
、
こ
れ
を
機
に
本

委
員
会
で
も
、
議
論
を
重
ね

た
結
果
、
平
成
２３
年
６
月
定

例
会
で
報
告
を
行
っ
た
。

　

主
な
内
容
と
し
て
、
新
た

市民との意見交換会

特
別
委
員
会
の
最
終
報
告

庁
舎
等
建
設
特
別
委
員
会

議
会
改
革
特
別
委
員
会

な
公
共
施
設
の
建
設
場
所
で

は
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
や

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
を

重
視
し
つ
つ
、
併
せ
て
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
的
存
在
感
の
あ
る

建
築
物
を
災
害
に
強
い
場
所

に
集
約
す
べ
き
で
あ
る
。

　

機
能
は
、
免
震
と
耐
震
を

組
み
込
ん
だ
箱
物
建
設
の
要

求
と
、
文
化
ホ
ー
ル
・
図
書

館
は
、
市
民
が
毎
日
で
も
行

き
た
く
な
る
よ
う
な
、
企
画

立
案
さ
れ
た
も
の
を
設
計
に

折
り
込
み
具
現
化
す
る
こ
と

の
ほ
か
、
ほ
と
ん
ど
が
地
震

や
津
波
被
害
対
策
を
強
く
意

識
し
た
内
容
で
あ
っ
た
。

　

次
に
、
平
成
２４
年
３
月
定

例
会
で
は
、
市
庁
舎
・
文
化

ホ
ー
ル
・
図
書
館
建
設
に
つ

い
て
報
告
を
行
い
、
建
設
場

所
は
、
市
庁
舎
は
現
在
地
、

文
化
ホ
ー
ル
・
図
書
館
は

ウ
ェ
ル
ピ
ア
伊
予
に
決
定
し

た
。

　

次
に
、
平
成
２５
年
２
月
に

理
事
者
よ
り
新
た
な
議
場

は
、
段
床
式
で
議
員
・
理
事

者
席
は
完
全
固
定
式
の
案
と

段
床
式
で
議
員
の
み
固
定

式
、
理
事
者
は
移
動
式
と
な

る
案
の
２
案
が
提
示
さ
れ
、

協
議
を
行
っ
た
。

　

そ
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
、
議
場
は
段
床
式
で
議

員
・
理
事
者
席
は
完
全
固
定

式
と
し
、
議
場
の
開
放
に
は
、

議
会
専
用
の
場
で
あ
る
こ
と

を
基
本
理
念
に
置
き
、
模
擬

議
会
等
の
使
用
に
限
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
外
の
視
察
研

修
を
計
５
カ
所
実
施
し
た
。

　

本
委
員
会
の
任
務
は
、
こ

れ
で
終
了
す
る
が
、
今
後
も

議
会
の
持
つ
権
能
を
最
大
限

に
発
揮
し
、
市
民
福
祉
の
向

上
と
公
正
で
民
主
的
な
市
政

の
発
展
に
寄
与
し
た
い
。

　

平
成
２３
年
３
月
に
、
議
会

改
革
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

よ
り
一
層
の
議
会
の
活
性
化

と
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
づ

く
り
を
目
指
し
、
平
成
２５
年

２
月
ま
で
計
１１
回
開
催
し
、

慎
重
に
検
討
協
議
を
行
っ
た
。

　

そ
の
主
な
内
容
は
、
ま
ず

議
会
と
し
て
、
市
民
へ
の
説

明
責
任
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、

市
民
と
の
意
見
交
換
会
を
、

平
成
２３
年
１１
月
に
南
伊
予
地

区
で
、
１２
月
に
南
山
崎
地
区

で
、
平
成
２４
年
１
月
に
郡
中

地
区
で
、
３
月
に
中
山
地
区

で
開
催
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
は
、
非

常
に
多
く
の
建
設
的
な
ご
意

見
を
い
た
だ
き
、
今
後
、
こ

れ
ら
の
意
見
を
前
向
き
に
と

ら
え
、
議
員
一
人
一
人
の
資

質
の
向
上
と
市
民
の
声
を
市

政
に
反
映
で
き
る
よ
う
努
力

し
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　

次
に
、「
自
治
体
議
会
議

員
の
役
割
と
政
務
調
査
費
の

使
い
方
あ
る
い
は
使
い
み

ち
」、「
議
会
改
革
と
議
員
の

モ
ラ
ル
」
と
題
し
て
、
松
山

大
学
法
学
部
教
授
「
妹
尾
克

敏
先
生
」
を
講
師
に
招
き
、

講
演
会
を
開
催
し
た
。

　

次
に
、
議
員
定
数
の
見
直

し
で
は
、
市
民
の
関
心
も
高

い
重
要
な
項
目
で
あ
り
、
県

内
他
市
町
の
状
況
等
を
踏
ま

え
、
慎
重
に
検
討
し
た
。

　

ま
ず
、
各
委
員
か
ら
議
員

定
数
に
関
す
る
意
見
を
述
べ
、

そ
の
結
果
、
削
減
数
１
人
減

と
の
意
見
が
多
数
を
占
め
、

次
回
改
選
時
の
議
員
定
数
は

２０
人
と
決
し
た
。

　

以
上
が
、
２
年
間
に
わ
た

る
こ
れ
ま
で
の
調
査
研
究
の

経
過
及
び
結
果
で
あ
る
。

　

既
に
採
用
実
施
し
て
い
る

も
の
、
ま
た
成
果
を
上
げ
ら

れ
ず
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
事
項
も
あ
る
が
、
今
後
も

意
識
改
革
を
図
り
な
が
ら
議

員
力
を
高
め
、
市
議
会
の
さ

ら
な
る
活
性
化
と
開
か
れ
た

議
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
。


